
令和５年度 第１回甲賀市地域福祉計画審議会 議事録 

令和 5 年 7 月 11 日(火) 13：30～15：00 
於 甲賀市役所 301 会議室 

 

１ 開会 

 ○市民憲章唱和 

 

 

２ 委員委嘱状交付 

 

 

３ あいさつ 

【市⾧】 

第１回地域福祉計画審議会開催にあたりご出席をいただき、委員委嘱を快くお引受けいただい

たこと厚く御礼申し上げる。 

この 3 年余りは、いつもの暮らしが大きく揺らぎ変化した時期であり、人と人とのつながりを

深く考える機会でもあった。新型コロナウイルス感染症により、つながりたくてもつながること

の出来ない事態を私たちは経験した。今、甲賀市では、誰一人取り残さない地域共生社会の実現

をめざしている。言うは易く行うは難しで、「誰一人取り残さない」というのは、大きなハードル

であり、難しいチャレンジと考えている。 

国でもなく県でもない基礎自治体は、市民の皆様方の暮らしをお預かりする最後の砦だと考え

ている。決して諦めず、誰一人取り残すことのない地域共生社会をめざしていく覚悟である。 

全国的にも、また甲賀市においても、社会的孤立が大きな問題となっている。血縁、地縁、社

縁が機能を果たし難い時代を迎え、第４の縁づくりが創造される移行期にあると認識している。

皆が共通認識を持ち、地域一帯が一緒になって協働していくことが重要と考えている。また、協

働していくメンバーは、委員の皆様方だけではなく、全市民が対象である。つまりは、ひきこも

りの方、子ども、障がい者、認知症高齢者など、参加しづらい方も含めて協働していく。支える

側と支えられる側を分けることなく、時には支える側が支えられる側に、また時には支えられる

側が支える側にまわりながら地域共生社会をめざしていく。 

皆様にはお力添えをいただき、それぞれのお立場から貴重なご意見を賜りますことを心からお

願いを申し上げ、開会のご挨拶とさせていただく。 

 

 

４ 委員自己紹介 

  〇審議会委員名簿により                        

 

 

５ 正副会⾧の選任 

○会⾧に栗田修司委員、副会⾧に林善彦委員が選任 

 



【会⾧】 

先ほど市⾧からの「誰一人取り残さない」という表現は素晴らしいことだが、実際は本当に難

しいことである。福祉というのは他領域の考え方とは違い、誰しも人は人との関係で変わりうる

前提の上で動いている。「この人はこういう人だから」といった決めつけはもともと無く、関わっ

ていく私たち自身がどのように人を○○するか、ということである。自分の中に「この人嫌だな」

といった思いがあると、それが伝わり、ますます関係が悪くなる。あたたかさをもって関わるこ

とを日頃から心掛けたい。 

当審議会においては、甲賀市に対してのあたたかい気持ちと、各委員に対するあたたかい気持

ちをもちながらも、厳しく議論していければと思っている。 

 

 

６ 審議事項 

（１） 第２次甲賀市地域福祉計画の取組結果について（令和 4 年度分） 

事務局より説明「資料１」 

【会⾧】 

事務局から説明がありましたが、ご意見いかがですか。 

 

【委員】 

ヤングケアラーについて、甲賀市内でどのくらいの件数が認知されているのか、また取組みの 

現状をお伺いしたい。 

 

【事務局】 

ヤングケアラーについては、子ども政策部と健康福祉部において分野横断で取り組んでいく。 

具体的な方針や計画はまだ立てていないが、子ども政策部においては、小学校にてアンケートを

実施している。 

 

【委員】 

子ども分野の内容についても、この地域福祉計画にて盛り込まれているが、連携はどうなって

いるのか。正確に反映されているのか。 

 

【事務局】 

双方ともに、市の総合計画を上位に置く分野別計画である。子どもの計画と地域福祉計画の見

直し時期には若干ずれがあるため、各課ヒアリングなどの形により整合性を図っている。 

 

【委員】 

いずれにしても、児童・生徒など立場の弱い者が犠牲にならないよう取組んでいただきたい。 

 

【事務局】 

生きづらさを抱えている児童・生徒のために、教育委員会や子ども部局、地域共生社会が連携

し進めていきたい。 

 

 

 



【委員】 

「こんにちは赤ちゃん事業」について、コロナ禍により訪問が難しく、電話連絡のみでは形式

的なことしか聞けず、児童虐待などの実態が把握できない。そのようなコロナ禍による難しさも

理解し、計画に反映していただきたい。 

 

【事務局】 

出会いたくても出会えないという状況は、児童虐待等の気づきについて、難しさが伴ったこと

と思う。昨年１０月から訪問を再開されたということで、引き続き目視による実態把握をお願い

したい。このコロナ禍の経験を計画に反映させていきたい。 

 

【委員】 

病気を予防するための運動として 100 歳体操などがあがっているが、その他、地域みんなが元

気になるためにされている予防事業として、大きな事業があれば教えていただきたい。 

 

【事務局】 

多様な予防事業があり、対象によってあり方も変わってくる。各予防事業の規模を比較した結

果は持ち合わせていないが、高齢者を対象とした健康づくりや介護予防が盛んに実施されている。 

 

【委員】 

包括的支援相談は新たに人を置くのではなく、既にある機関や支援者の意識醸成をはかり包括

的支援体制を整備していくとのことだが、支援会議の開催回数が増えていることは、その意識醸

成が進んでいると理解して良いか。 

 

【事務局】 

分野越境による協働の意識が醸成されたかは数値では評価し難い。しかし、一人の困りごとを

多様な関係機関が共に検討することは、別の困りごとが出てきた時に、前回よりスムーズにいく

普遍性がある。このような積み重ねの中で評価できるとしたら、支援会議の件数は、ひとつの実

績になると考えている。 

 

【委員】 

支援会議に何度か参加し、まだ支援につながっていない方を知る良い機会となったが、本人不

在の会議であり、結局本人がどうかというところは検証されないままであった。何かあったらで

はなく、何もなくても皆でつながっていこうという意識でないと、会議件数の増減だけでは計れ

ない部分がある。 

 

【事務局】 

支援会議とは、本人に同意を得られていない会議のことである。今年度は、本人同意が得られ、

本人にも参加してもらえる重層的支援会議を意図的に開催していきたい。障害者権利条約には、

「私たちのことを、私たち抜きで決めないで」といったメッセージがある。本人に参加していた

だきオープンダイアローグで検討していく。また、つながりのない方に対しては、アウトリーチ

により、こちらから出向いて潜在的課題にアプローチしていきたい。 

 

 



【委員】 

障がいを持つ方は、希望通りの仕事に就くことが難しい。また就労賃金も安く、B 型作業所の

月給は 20,000 円に届かない。滋賀県は作業所の賃金 3 万円以上をめざしていると聞いた。幅広

く、本人に適した就労先を選べるようお願いしたい。 

 

【事務局】 

就労の件について、一般的就労と福祉的就労があるが、作業所については、障がい福祉課が主

管となり、就労支援部会等を通じて発注が年々増えているといった成果も聞く。ただ、県の 3 万

円とは乖離があり、庁内を含めて大型契約が発注できるような努力も必要と考えている。就労支

援部会以外にも、はたらき暮らし応援センターなど多機関協働により取組みたい。 

 

【委員】 

資料にある前年度評価は令和 3 年度となるが、重層事業の開始は令和 4 年度である。そのあた

りをきちんと整理して評価をしていただきたい。 

 

【事務局】 

ご指摘のとおり、重層事業は令和４年から本格実施している。令和 3 年度については、重層的

支援体制移行準備事業としての実績評価を前年度評価としてあげている。 

 

【委員】 

先日 60 歳代の方が行方不明になり、遺体で発見された。この計画が、地域住民の安心安全につ

ながるよう、皆で知恵を出し合い、実効性の高い計画としていきたい。 

 

【委員】 

資料１に自治振興会を中心に地域別グランドデザインを作っているとあるが、自治振興会発足

時に将来像を見据えてまちづくり計画を作成している。このグランドデザインは新たな将来像を

考えていくとある。2 つの将来像を考えるとなり自治振興会は混乱している。地域別グランドデ

ザインの立ち位置を知りたい。 

 

【事務局】 

地域別グランドデザインのコンセプトは、20 年後 30 年後の持続可能な地域を創るためのもの 

で、計画を練るというよりは、対話を通じてデザインするという形である。細かい計画を一から

緻密に積み上げるのではなく、大きな方向性を考えている。対話により出てくる課題もあり、対

話を通じて創造されるものもある。二つの将来像の明確な定義はないが、集まった委員が継続し

て地域にかかわるツールとしての役割も大きいと考える。 

 

【事務局】 

冒頭の質問で、ヤングケアラーのアンケート結果についての詳細を報告する。「家族の中で世

話をしている人がいますか？」という問いに対して「いる」と答えた数字について、小学生が 8.9％、

中学生が 11％、中学生は全学年で 2,400 人いるので、そのうち 11％が何らかの世話をしている

ことになる。まだ概要版であるため、詳しい結果が出たら報告させていただく。 

 

 



【事務局】 

さらに、予防事業にかかる質問について追加にて報告する。甲賀市は全国に比較して、全世代

で歩く(歩行)という習慣が少ない結果が出ており、運動について重点的に取組んでいる。栄養に

ついては妊娠期からの食生活の見直しなどについて、すこやか支援課の栄養士を中心とした取組

みを実施している。 

 

【委員】 

自身は学校現場で「食」に関して携わってきたが、10 年前と今では子どもたちの様子が大きく

変わってきている。アレルギーの倍増、集中力がない子も増え、噛めない子も多い。さらに、1 日

1 食の給食で、何とか耐えている子もおり、給食（食事）は重要な問題といえる。 

見た感じに違和感はなく、どちらかといえばしっかり者の子が全然集中できない。話を聞くと、

何も食べてきていなかったり安い菓子パンを 1 個とか、そもそも実情を隠す子も多い。 

親に要望しても、おにぎりもむすんでもらえず、値引きされたおにぎりを盗んで、周囲から悪

い子というレッテルを貼られてしまう子もいる。 

お米や田んぼがたくさんある甲賀市なのに、そのような子が増えているのは非常に悲しい。お

米一粒を大切にできる教育や、栄養価がどうかではなくて、小さい子からお年寄りまでが知恵を

出し合えたらと感じる。 

 

 

（２） 今後の審議会のスケジュールについて(計画の見直し、審議会開催時期等) 

事務局より説明「資料２」 

【会⾧】 

皆さまからご意見はありませんか。それでは、続いて説明をお願いする。 

  

 

（３）甲賀市重層的支援体制整備事業の取組みについて 

事務局より説明「資料３」 

【会⾧】 

皆さま意見ありませんか。 

 

【委員】 

身寄りのない人のみならず、身寄りがあってもつながっていない人の支援が必要だと思う。予

防的支援とは、対話を重ねながら、本人が最後をどのように迎えたいのかを引き出すことである

と思う。 

 

【事務局】 

身寄りのない人、身寄りがあってもつながっていない人に関わる者全てを対象に、対話を通じ

て意思決定をしていく必要があると感じる。  

 

【委員】 

社会保障制度の対象者属性（4 分野）について、高齢者であったり、介護と表記されていたり、

表記を統一する方が、混乱はないと思われる。 

  



【事務局】 

属性、社会保障制度の 4 分野「高齢者、障がい、子ども、生活困窮」について、どのような表

記で統一することがよいか研究していく。 

 

【委員】 

居場所の創設応援事業の補助金について、その団体に市からでる形なのか？ 

 

【事務局】 

市の一般財源となるか、重層事業交付金に該当するのか確定していないが、スタートアップの

応援として、小さな取組みが地域のそこかしこに創出されることを目的とする。金額は新規設置

に 10 万円、運営していく継続的な居場所ということを認めて 1 回開催につき 5 千円。重層的支

援会議において審査し決定していく。 

 

【委員】 

ひきこもりや子どもの話題ばかりとなるが、他市で、若くして亡くなった子(自死)が、最後に

飲んでいたのが、コンビニで売っている「これ 1 本で栄養が整う」といったドリンクだった。若

者はこれが健康だと思って、それを頼りに生きている先に、もしかしたら「死」があるのかもし

れない。そう考えると、自らの栄養指導はどうであったか。子どもたちにとって、今の教育はど

のようなものか。 

例えば、ばあちゃんちのような居場所で、あったかいごはんを食べることができれば、その子

はもっと生きることができたのではないか。そのような場をつくっていければと思っている。 

 

【事務局】 

体制を整えるだけではなく、しっかりと動きをつくっていかなくてはならない。ばあちゃんち

のような居場所を地域のそこかしこに、誰しもに届く場所に創っていく応援をしたい。 

 

【委員】 

「懐かしい未来新聞」を発行していることに感銘をうけた。こういった手法で、正しい理解を

広げてほしい。手に取って気持ちがあったかくなるような新聞をこれからも発信していただきた

いし、自らもそうありたいと思う。 

現実では 5 月に⾧野県のひきこもり事件があった。あのような事件があると、本人やその家族

が固まってしまうのが手に取るように分かる。報道あり方一つで、今まで続けてきた 10 年の支

援が０になってしまうこともある。生きづらさを抱える本人たちにちゃんと届く施策を、ともに

続けていきたい。 

 

【会⾧】 

周りの人間が本人に対して、「気持ちを分かっているよ」と手紙や新聞で伝えていくことがきっ

かけになることも多い。 

以上で本日の議題は終了とする。委員の皆様にはそれぞれの立場からのご意見をいただき、ま

た円滑な議事の運営にご協力いただき御礼申し上げる。それでは進行を事務局にお返しする。 

 

 

 



【事務局】 

皆様には⾧時間にわたる審議会の中で、多くのご意見をいただき御礼申し上げる。いただいた

ご意見は事務局で整理し、計画の見直しに反映させていただく。 

連絡事項としまして、資料にある「滋賀たび」にはピクトグラムという施設情報が掲載されて

いるが、「まっぷる」には掲載が無く見直しをしていく予定である。冬に開催される審議会でご意

見をよろしくお願い申し上げる。 

 

 

９ 閉会 

【副会⾧】 

本日第 1 回目の地域福祉計画審議会にご出席いただき御礼申し上げる。2 年間の策定スケジュ 

ールについて今年度は 2 回、来年度は 4 回、委員の皆様方には本日のような活発なご意見をいた

だけたらと思う。次回以降もよろしくお願い申し上げる。 


